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【会社概要】

創立 : 1949年 4月

資本金 :  31,000万円

事業内容 :  2輪・4輪・汎用機のﾁｪﾝｼﾞｺﾝﾄﾛ-ﾙｼｽﾃﾑ
及びｴﾝｼﾞﾝ機能部品の開発・製造・販売

従業員数 :  １０００名（国内）

主要得意先 : 本田技研工業株式会社
三菱自動車工業株式会社
川崎重工株式会社
武蔵精密工業株式会社
ﾌｼﾞﾕﾆﾊﾞﾝｽ株式会社
ｱｲｼﾝ･ｴｰｱｲ株式会社

　　　　　　　　　　　愛知機械工業株式会社
　　　　　　　　　　　GM Daewoo Auto & Technology Company
　　　　　　　　　　　日産自動車株式会社

所在地 : 静岡県浜松市西区雄踏町宇布見7111

福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会

営 業 品 目（鋳鍛部品）営 業 品 目（鋳鍛部品）
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２輪車用部品 汎用機部品

オートマチック ミッション部品 マニュアル ミッション部品
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営 業 品 目（シフター）営 業 品 目（シフター）

４輪 ＡＴシフター
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パワープラント形式パワープラント形式 推移予測（推移予測（OTAOTA調査）調査）
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内燃機関

2010年でも内燃機関が主流

OTAシナリオ：乗用車・トラックの市場における技術導入

【OTA】
Ozone Transport Assessment
合衆国東部のオゾンと大気汚染を
扱うナショナルワーキンググループ
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パワープラント進化の予想パワープラント進化の予想

YearYear

MOTORMOTOR依存比率依存比率

PDU Batt

PDU Batt

PDU Batt

PDU Batt

F/C

燃料

PDU Batt

F/C

燃料

電気自動車時代、燃料電池車時代には電気自動車時代、燃料電池車時代には
現行商品群は必要なくなってしまう。現行商品群は必要なくなってしまう。
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地域新生コンソーシアム採択までの歩み地域新生コンソーシアム採択までの歩み

•• ２００３年：水素安全技術の調査開始２００３年：水素安全技術の調査開始

•• ２００４年：２００４年：福岡水素エネルギー戦略会議福岡水素エネルギー戦略会議参加参加

•• ２００４年：２００４年：九州大学九州大学を中心にを中心に調光薄膜調光薄膜をデモ（産学連携）をデモ（産学連携）

•• ２００５年：２００５年：水素エネルギー戦略会議　研究開発助成事業採択水素エネルギー戦略会議　研究開発助成事業採択
（育成枠）（育成枠）

•• ２００６年：２００６年：HH１８１８年度地域新生コンソーシアム採択年度地域新生コンソーシアム採択

テーマ名：テーマ名：「「調光薄膜を利用した水素漏れ検知システムの開発」調光薄膜を利用した水素漏れ検知システムの開発」

•• ２００８年：２００８年：水素エネルギー戦略会議　研究開発助成事業採択水素エネルギー戦略会議　研究開発助成事業採択
（事業化枠）（事業化枠）
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２００４年～２００５年の活動２００４年～２００５年の活動

大空間大空間水素濃度シミュレーション水素濃度シミュレーション

容器容器内水素濃度シミュレーション内水素濃度シミュレーション

水素検出器

H=0.3 m

W=0.6 m

D=0.4 m

H2 0.8 L/min

Air 4.2L/min 

供給水素充満挙動の把握

チャンバー設計への指針獲得

最適化アルゴリズムと数値流体力学計算の連成に基づく水素センサ配置評価技術の開発

開発した技術のガレージモデルに対する適用
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平成１７年度福岡水素エネルギー戦略会議　研究開発助成事業平成１７年度福岡水素エネルギー戦略会議　研究開発助成事業

２ｓｅｃ ４ｓｅｃ ６ｓｅｃ

８ｓｅｃ １０ｓｅｃ ５０ｓｅｃ
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平成１７年度福岡水素エネルギー戦略会議　研究開発助成事業平成１７年度福岡水素エネルギー戦略会議　研究開発助成事業

大空間水素拡散挙動大空間水素拡散挙動
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調光薄膜調光薄膜（産業技術総合研究所）（産業技術総合研究所）

調光調光薄膜薄膜（産業総合技術研究所）（産業総合技術研究所）

  

透明状態透明状態 ミラー状態ミラー状態

調光薄膜調光薄膜 基板基板

光源光源 光電素子光電素子

光の透過／反射を利用した水素検知光の透過／反射を利用した水素検知

水素検知手法水素検知手法

特徴：常温（特徴：常温（加熱なし加熱なし）で反応、リトマス試験紙のように使用可能。）で反応、リトマス試験紙のように使用可能。

調光薄膜調光薄膜 透明基板透明基板
光源光源

光電素子光電素子
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調光薄膜の断面形状調光薄膜の断面形状
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各元素の深さ方向分布各元素の深さ方向分布
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調光のメカニズム調光のメカニズム

Mg2Ni + 2H2 ---->    Mg2NiH4

金属 透明（茶色）

Mg2Ni + 2H2O  <---- Mg2NiH4+O2

2Mg2+ H2 ---->    MgH2

金属 透明

2Mg + 2H2O  <---- 2MgH2 +O2
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調光薄膜の光学スペクトル調光薄膜の光学スペクトル
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光学透過率の組成依存性光学透過率の組成依存性
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調光薄膜の調光特性調光薄膜の調光特性
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調光薄膜の水素検知特性①調光薄膜の水素検知特性①
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調光薄膜の水素検知特性②調光薄膜の水素検知特性②
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Mg6Ni 40 nm

Mg6Ni 80 nm

・Mgが多いほど感度が高くなる傾向。

・PdでキャップしたMgフィルムはかなり感度が
高い。（ただし脱水素化は非常に遅い）

・保護膜のフッ素コートを塗布しても感度はあ
まり変わらない。

・膜厚を大きくすると水素圧の上昇に伴い徐
々に透過率が変化するようになる。
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調光薄膜の水素検知特性③調光薄膜の水素検知特性③
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調光薄膜の水素検知特性④調光薄膜の水素検知特性④

[評価条件] 　
ガス：100%H2
流量：50ml／min
恒温恒湿槽内温度：-20℃
ガス温度：-20℃

H2

評価用調光
薄膜設置
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スラブ光導波路分光法（産業技術総合研究所）スラブ光導波路分光法（産業技術総合研究所）
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スラブ光導波路スラブ光導波路((slab opticalslab optical waveguidewaveguide : SOWG): SOWG)分光法分光法
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SOWGSOWG分光法の特徴分光法の特徴
１）エバネッセント波を用いているため界面に１）エバネッセント波を用いているため界面に
　　 選択的である。選択的である。
２２))多重反射であるため高感度である。多重反射であるため高感度である。
３３))界面に存在する物質の吸収スペクトルが界面に存在する物質の吸収スペクトルが
測定できる測定できる。。

SOWGSOWG分光法は数十ｎｍの薄膜の光学物性測定が得意！分光法は数十ｎｍの薄膜の光学物性測定が得意！

福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会

調光薄膜とスラブ光導波路の組合せでの水素検知応答性評価調光薄膜とスラブ光導波路の組合せでの水素検知応答性評価
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図　各波長ごとの吸光度の経時変化

0

0.05

0.1

0.15

0.2

0.25

0.3

0.35

350 400 450 500 550 600 650 700 750

Wavelength/nm

A
bs

or
ba

nc
e

10s
5.0s
2.0s
1.0s

図　Mg-Ni合金薄膜の吸収スペクトル変化

①①波長によって反応性が異なる。波長によって反応性が異なる。
②４００ｎ②４００ｎmm付近の反応性が良い。付近の反応性が良い。
③０．２秒程度の水素ガス漏れ検知は可能に③０．２秒程度の水素ガス漏れ検知は可能に
　　 なった。なった。

入射光ファイバ

集光用レンズ

スラブ光導波路
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検知ボード
水素漏れ無 水素漏れ有

調光薄膜とＳＯＷＧ分光法を
組合わせた水素漏れ検知器

大面積の水素漏れ検知システム

入力側

出力側

入力側

出力側

入力側

光ファイバー 検知器

複数の水素漏れ検知器を光ファイバーで接続し
大空間で水素漏れ検知が可能なシステム

出力側

開発成果の活用開発成果の活用
福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会

開発成果の活用（実績）開発成果の活用（実績）

開発中

福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会

【目的】
水素検知技術研究の商品化に向け
市場・業界・競合動向の情報収集を行なう

【目標】

１．九州大学研究者のニーズ情報 ３件以上

２．（水素）センサメーカーのニーズ・シーズ情報 ３件以上

３．水素利用企業、機関のニーズ情報 ３件以上

４．公的助成事業獲得準備 １件以上

【結果】

ブース来場者：１０５名／３ｄａｙｓ（カウント分）

１．九州大学研究者のニーズ情報 ５件

２．（水素）センサメーカーのニーズ情報 ３件

３．水素利用企業、機関のニーズ情報 １２件

４．公的助成事業獲得準備 ３件

開発成果の活用　開発成果の活用　福岡水素エネルギー社会近未来展福岡水素エネルギー社会近未来展

薄膜単体
変化動画

水素
ｽﾃｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ

デモ品

福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会

【目的】
福岡水素エネルギー戦略会議の研究開発助成事業の成果とし
て、金属薄膜式水素センサを紹介・実演し、市場・業界・競合動
向の情報収集を行なう。

【目標】

１．自動車メーカーのニーズ・シーズ情報３件以上

２．（水素）センサメーカーのニーズ・シーズ情報 ３件以上

３．水素利用企業、機関のニーズ情報 ３件以上

４．公的助成事業獲得準備 １件以上

【結果】

ブース来場者：２２０名／３ｄａｙｓ（カウント分）
ＦＣ－ＥＸＰＯ来場者：２４，６１７名／３days

１．自動車メーカーのニーズ・シーズ情報３件

２．（水素）センサメーカーのニーズ情報 ３件

３．水素利用企業、機関のニーズ情報 １２件

４．公的助成事業獲得準備 ２件

[来場者のうち59名より資料請求]　資料送付後の反響
・受取御礼：１１件
・社内展開：２件
・サンプル希望：２件（日本製鋼所・北海道大学）
・訪問希望：１件

開発成果の活用　開発成果の活用　FC EXPO 2008FC EXPO 2008

変化動画 水素
ｽﾃｰｼｮﾝﾓﾃﾞﾙ

試作モデル展示ﾊﾟﾈﾙ

福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会

成果物の活用　ハノーバメッセ成果物の活用　ハノーバメッセ

ハンディタイプ水素検知器ハンディタイプ水素検知器

調光薄膜調光薄膜

福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会

社会ニーズ社会ニーズ

2010年　　　　　　　　5万台
2020年　　　　　　５００万台
2030年　　　　　１５００万台

2010年　　　　　　　　5万台
2020年　　　　　　５００万台
2030年　　　　　１５００万台

2010年　　　　　　　　２１０万ｋW
2020年　　　　　　　１０００万ｋW
2030年　　　　　　　１２５０万ｋW

2010年　　　　　　　　２１０万ｋW
2020年　　　　　　　１０００万ｋW
2030年　　　　　　　１２５０万ｋW

燃料電池車 定置用燃料電池
政策目標

燃料電池の導入シナリオ燃料電池の導入シナリオ

導入段階導入段階 普及段階普及段階

実用化・
供給体制
整備

実証試験
供給体制の整備
政府調達の活用

民間主導での
市場拡大

２０２０～２０１０～２００５～２００２～

燃料電池自動車

定置用燃料電池

基盤整備・技術実証段階基盤整備・技術実証段階

政策目標達成に向けた導入シナリオ

定置用燃料電池実証試験定置用燃料電池実証試験

燃料電池車一般販売開始燃料電池車一般販売開始

水素安全研究水素安全研究

材料基礎研究材料基礎研究

現時点で現時点で
水素燃料／燃料電池時代を加速させる水素燃料／燃料電池時代を加速させる

テーマ／ツールも必要！テーマ／ツールも必要！



福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会福岡水素エネルギー戦略会議　研究分科会

Yes

96%

無回答

4%

20万以下
49%

10万以下

44%

30万以下

7%

10万以下
2%5万以下

12%

1万以下
39%

3万以下
47%

展示会出展・市場ニーズ調査　展示会出展・市場ニーズ調査　（水素エネルギー近未来展／ＦＣ　ＥＸＰＯ）（水素エネルギー近未来展／ＦＣ　ＥＸＰＯ）

・拡散の早い水素を確実に検出できるのか疑問・拡散の早い水素を確実に検出できるのか疑問

・価格が高い・価格が高い

・定期校正が必要である・定期校正が必要である

・頻繁に校正が必要な為、複数台必要である・頻繁に校正が必要な為、複数台必要である

・装置の起動立上りが遅い（起動安定化が必要）　・装置の起動立上りが遅い（起動安定化が必要）　

・簡単で手軽に使える水素センサが無い・簡単で手軽に使える水素センサが無い

現状の水素センサに対する要望現状の水素センサに対する要望

水素を可視化したい 水素センサに求める
価格帯

校正／消耗品に求める
価格帯

消耗品が安価なら
使い捨てでも構わない

FC EXPO 2008　出展結果

Yes
94%

無回答
6%


